
  
平成28年度 学校評価報告書（実施結果） 

項

目 
視点 

４年間の 

目標 

（28年度策定） 

１年間の 

目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 

学校関係者評価 

総合評価 

具体的な 
方策 

評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎・基
本の確実
な定着と
学習意欲
の向上、
進路希望
の実現に
繋がる生
徒主体の
授業を実
践する。 

②県立高校
改革（Ⅰ
期）の教
育課程研
究開発校
（新科目
「 公
共」）と
して研究
開発を行
う。 

①生徒主体
の学びを
実現する
授業研究
を 推 進
し、学習
意欲の向
上と学習
習慣の定
着 を 図
る。 

②新科目
「公共」
の研究開
発をスタ
ートさせ
る。 

①すべての
教科で生
徒が主体
的、協働
的に学ぶ
授業を実
践し、学
習到達度
の向上を
図る。 

②研究推進
組織を立
ち上げ、
研究計画
を推進す
る。 

①すべての
授業で、
生徒の主
体的・協
働的な学
びの場面
を設定で
きたか。
学習到達
度は向上
したか。 

②これまで
取り組ん
できたシ
チズンシ
ップ教育
の成果と
課題を整
理し、新
科目「公
共」との
関連をま
とめるこ
とができ
たか。 

①・今年度は２回授業
研究を実施した。１回
目は「ＩＣＴの利活
用」、２回目は「アク
ティブ・ラーニングの
視点を踏まえた授業づ
くり」をテーマとし
た。教材研究や授業展
開、発問などに他の教
員も参考となる実践が
見られ、受け身になり
がちな本校生徒たちの
学習態度をより主体的
なものに変える一助に
なった。また、３月に
研修会を開催し、次年
度に向けた目標設定の
ヒントを得るよい機会
となった。 
②・本校で積み重ねて
きた「シチズンシップ
教育」を継続し、多く
の外部機関の協力を得
て、生徒にとって貴重
な体験等の機会が得ら
れた。 
・その成果と課題をま
とめるとともに、新科
目「公共」との関係に
ついて検討した。外部
の研修会等にも積極的
に参加して、得られた
ものを校内の研究推進
に生かすことができ
た。 

①・１年の英語や２
年の数学で行ってい
る「習熟度別小集団
学習」などをもっと
活用して、主体的・
協同的な学習活動の
活発化と学習内容の
深化につなげる必要
がある。 
②・中教審の答申が
出されて新科目「公
共」の概要が明らか
になったので、その
内容として適する新
たな実践例等の検討
をする。 
・これまでの実践例
については「総合的
な学習の時間」とし
ての評価方法はある
が、新科目「公共」
としての「評価の観
点」「評価規準」等
について研究する必
要がある。 
・他校への情報発
信、他校との情報交
換も充実させる。 

①・教科指導のレ
ベルアップは重要
である。ベテラン
のノウハウを若手
に伝えたり、若手
のチャレンジ精神
を生かして、アク
ティブラーニング
等の授業改善の取
組みを進めるとよ
い。 
・習熟度別学習で
は、生徒も熱心に
取り組んでいる。
一斉授業の形式で
は落ち着いてまじ
めに取り組んでい
るが、集中を欠く
生徒もいるので、
学習意欲の向上と
学習習慣の定着を
図る必要がある。 
②・シチズンシッ
プの取組みでは、
学校への理解を深
めるためにも保護
者向けの研究発表
会なども企画する
とよい。 

①・組織的な
授業改善の一
つとして、ア
クティブラー
ニングの視点
を踏まえた授
業を展開する
ようになり、
学び合いや言
語活動の充実
に つ な が っ
た。教員間、
また教員と生
徒間で目標を
共有して、学
力向上や進路
実現で成果を
上げられるよ
う今後も継続
する。 
②これまでの
シチズンシッ
プ教育を継続
し、生徒にと
って貴重な学
習の機会とな
った。その成
果と課題をま
とめ、新科目
「公共」の研
究に繋げる。 

①年２回の研
究授業・公開
授業や校内研
修会は定着し
たので、内容
を深化させて
教科指導力の
一層の充実を
図る必要があ
る。 
②新科目「公
共」の研究開
発については
「評価規準」
の作成等につ
いてさらに研
究を進める。 

２ 
生徒指導・
支援 

①安心して
学べる学
校づくり
を 推 進
し、自己
肯定感・
他 者 理
解・規範
意識の伸
長 を 図
る。 

②部活動の
活性化を
図り、協
調性や連
帯感の寛
容 を 図
る。 

①安全で安
心な教育
環境を確
立し、生
徒一人ひ
とりの人
間的な成
長を支え
る。 

 

①日々の生
活指導で
基本的生
活習慣の
確立を図
るととも
に、教育
相談体制
等の充実
により、
課題のあ
る生徒へ
の支援を
組織的・
継続的に
行う。 

 

①効果的な
生活指導
が実践で
きたか。
また、ケ
ース会議
等の取組
が課題の
ある生徒
への支援
に生かせ
たか。 

①・服装頭髪指導、遅
刻指導を重点に、「説
得・納得・理解」をモ
ットーに粘り強く取り
組んだ。指導後に改善
が見られるが、繰り返
し指導対象となる生徒
も少なくない。 
・通学途中でのマナー
や公共心について地域
の方の指摘や、学校周
辺での不審者情報など
迅速に対応した。 
・特別指導となる案件
は例年同様数件であ
る。主に器物損壊等
で、事後指導は適切に
できている。 
・また、課題のある生
徒への対応も、担任・
養護教諭・教育相談コ
ーディネータを中心に
丁寧に対応し、ｽｸｰﾙｶｳﾝ
ｾﾗｰやｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等
外部の方の協力も得て
最大限の支援をした。 

①・職員全体で共通
理解を深めて、生
徒への指導・支援
の充実を図り、保
護者との連携や地
域との協力を進
め、安全安心な学
校生活の充実につ
なげていく。 
・不登校等課題解決
に至らない場合が
多いので、教育相
談態勢の一層の充
実や、スクールカ
ウンセラー等の活
用により、今後も
粘り強く生徒を支
えていく。 
・学習活動や部活動
の一層の活性化に
より、生徒たちの
社会性・協調性を
伸ばし、学校生活
を充実させるとい
う視点も重要であ
る。 

①・不審者対策と
して、歩行中の両
耳イヤホンや歩き
スマホも含めて
「命を守る指導」
を行う必要があ
る。また、外部の
方が来校する行事
での服装・頭髪な
ども指導を徹底し
ていただきたい。 
・不審者対策で
は、地域・警察と
の緊密な連携を、
また、課題のある
生徒への対応では
中学校との連携・
協力も視野にいれ
るとよい。 
・教室や階段の清
掃が不十分なの
で、清掃指導の徹
底を図ってほし
い。 

①・職員全体
の共通理解の
もと、生徒へ
の指導・支援
の充実を図る
ことができ
た。服装・頭
髪指導、遅刻
防止指導は粘
り強く取り組
んでいく必要
がある。 
・安全・安心
な学校生活の
ために、不審
者対策等につ
いては生徒の
自覚を高める
とともに、保
護者との連携
や地域との協
力を進めてい
く必要があ
る。 
 

①・教育相談ｺ
ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの複
数化やＳＣ等
の 活 用 に よ
り、不登校等
の課題に適切
な 対 応 を す
る。 
・学習活動や
部活動の活性
化により、生
徒たちの学校
生活を充実さ
せるという視
点を踏まえて
取り組む。 
・清掃活動の
充実は、ＨＲ
指導の重点課
題とする。 

３ 
進路指導・
支援 

①キャリア
教育実践
プログラ
ムの充実
を図り、
生徒のキ
ャリア諸
能力を育
成する。 

②ガイダン
スの充実
を図り、
生徒の進
路希望の
実現を支
援する。 

②３年間を
見通した
進路指導
計画に基
づいた指
導 を 行
い、進路
選択意識
の向上と
進路希望
の実現を
支 援 す
る。 

②模擬試験
や各種ガ
イ ダ ン
ス、イン
ターンシ
ップ等の
意義の理
解 を 深
め、進路
選択に積
極的に活
用するよ
う指導す
る。 

②進路指導
計画に基
づいた指
導ができ
たか。ま
た、模擬
試験や各
種ガイダ
ンスを進
路選択に
活用させ
ることが
で き た
か。 

 

②･総合的な学習の時間
などでの課題解決学習
や各種ガイダンスを通
して、探究心や発信力
の伸長を図るととも
に、将来の目標の設定
に資する取組みができ
た。 
・外部講師による進路
講演会、上級学校講座
やインターシップなど
高大・高専連携による
事業や地域の教育力を
活用して、進路選択、
職業選択の意識の向上
を図ることができた。 
・実力テスト実施後に
教員対象報告会を実施
し、キャリアカウンセ
リング・進路指導、教
科指導の振返りに生か
すことができた。ま
た、生徒対象の実力テ
スト結果分析報告会を
開催して学習習慣の見
直しに生かすなどの意
識改革・動機付けにつ
なげた。 
 

②総合学習の時間だ
けではなく、関係
する各教科の授業
と連携して、キャ
リア形成に対する
取組みを行う必要
がある。また、将
来への展望をなか
なか描けない生徒
たちも少なからず
いるので、その指
導が課題である。 
・報告会などを充実
させインターンシッ
プへの参加者の増加
を図り、生徒自身に
よる自己実現力の向
上に向けた取組みの
充実を図る必要があ
る。 
・保護者への学習や
進路に関する情報提
供等の改善に努め、
保護者の協力も得て
進路指導の充実を図
っていく。 

②・模擬試験やガ
イダンス、高大連
携事業等により、
生徒の意識が高ま
り進路希望が実現
されている。 
・保護者対象進路
説明会や個人面談
は実施されている
が、進路実現の取
組みにおいて保護
者やＰＴＡの一層
の理解・協力を得
るための方策が必
要である。 
・授業時間数の確
保も大切である
が、学校行事等で
生徒が自主的に活
動し、キャリア形
成に生かす機会も
大事にしてほし
い。 
 

②・各種ガイ
ダンスや面談
等の開催、ま
たシチズンシ
ップ教育、キ
ャリア教育の
取組みは、生
徒の視野を広
げ 、 進 路 選
択・学習意欲
の向上に繋が
っている。今
後も一層内容
の改善等を図
っていく。 
・卒業生の進
路（大学受験
の 結 果 等 ）
は、数年前に
比べ、第一志
望の実現とい
う点で改善し
ている。今後
も充実させて
いく。 

②･｢目標設定
届」なども導
入し、早い段
階での進路目
標・学習目標
の明確化とそ
の実現に向け
た計画的学習
を実践する力
の 向 上 を 図
る。 
・実力テスト
の結果を活用
した個人面談
等 を 充 実 さ
せ、進路選択
の意識の向上
に結びつける
指導をする。 
・インターン
シップへの参
加者は倍増を
めざす。 
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４ 
地域等との
協働 

①広報活動
を充実さ
せて本校
への理解
の深化を
図り、信
頼される
学校づく
りを進め
る。 

②地域等と
の連携を
一 層 強
め、地域
の教育力
を生かし
た取組を
推 進 す
る。 

②地域等と
の交流や
連携した
事業を通
して、生
徒の経験
値 を 上
げ、公共
心や社会
性を育成
する。 

②授業等で
の体験活
動やボラ
ンティア
活動、防
災活動な
ど、生徒
の参加の
機会と参
加者数を
増やす取
組を実践
する。 

②授業等で
の体験活
動やボラ
ンティア
活動など
の機会や
参加者数
が増えた
か 。 ま
た、生徒
にとって
有意義な
活動であ
ったか。 

②・隣接した味噌製造
会社に協力を仰いだ家
庭科での味噌づくり体
験や、吹奏楽部による
地域の施設等でのボラ
ンティア、生徒による
地域清掃など地域との
交流や地域貢献活動、
地域の教育力を生かす
活動ができた。 
・地元自治会の防災訓
練に今年も教員と生徒
代表が参加した。災害
時に加え防犯対策につ
いても地域との連携を
図るきっかけとなる。 

②・教職員・生
徒・保護者が、自
治会や近隣施設、
小中学校等と各種
の行事等で交流す
ることにより、本
校の教育活動に対
して理解を深めて
もらう必要があ
る。 
・地域清掃や挨拶
励行など地域の一
員としての自覚を
高める指導を今後
も粘り強く継続す
る。 
・ボランティア活動
への参加は社会との
つながりを意識する
上で有効である。参
加生徒の増加を図っ
ていく。 

②・地域・家庭・
学校が三位一体と
なって子ども支え
なければならな
い。また、保護者
が横のつながりを
強くし情報を共有
することで、子ど
もを支えることが
できるので、父親
のＰＴＡ活動への
参加など一層の活
性化を図る必要が
ある。 
・神大寺小学校で
行われた地元の防
災訓練に生徒が参
加した。高校生も
防災時には大事な
役割を担う。これ
からも積極的に参
加してもらいた
い。 
 

②・教職員・
生徒・保護者
が、自治会や
地域の施設等
と各種行事、
ボランティア
活動で交流す
ることによ
り、地域から
の信頼が得ら
れた。 
・地域の要望
等を的確にと
らえる努力と
ともに、教職
員・生徒の参
加の機会を一
層増やしてい
く必要があ
る。 
 

②授業、地域
の施設等での
ボ ラ ン テ ィ
ア、インター
ンシップ、防
災に関する取
組みなどを継
続・拡大し、
地域のもつ教
育力を教育活
動に一層生か
すことを考え
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故･不祥
事防止を
徹底し、
教職員の
協働性を
高め指導
力の一層
の充実を
図る。 

②防災体制
の確立と
防災教育
の充実を
図る。 

①マニュア
ルや業務
推進態勢
の改善を
図り、入
学者選抜
や成績処
理等にお
ける事故
を根絶す
る。 

②防災対策
や防災教
育を充実
させ、安
全安心な
学校づく
りを推進
する。 

①入学者選
抜や成績
処理等の
マニュア
ルを見直
し、推進
態勢の改
善 を 図
る。 

②防災対策
では、特
に初動態
勢を見直
し、地域
と連携し
た実践的
な防災教
育を進め
る。 

①入学者選
抜や成績
処理等の
マニュア
ルを改善
し、厳正
に実施で
きたか。 

②初動態勢
の見直し
等により
防災対策
が改善で
きたか。
また、地
域と連携
した訓練
など実践
的な防災
教育が進
んだか。 

①・入学者選抜や成績
処理、調査書作成等に
関する校内のマニュア
ルを見直して改善し
た。さらに、事前のシ
ミュレーションや点検
作業などを全職員で一
斉に行うなど事故防止
に努めた。 
・不祥事ゼロプログラ
ムの実行や事故防止会
議の定期的開催、新聞
報道の利用等で事故・
不祥事防止に向けた意
識啓発・注意喚起を日
常的に行った。 
・管理職が窓口とな
り、教職員、保護者・
生徒、地域の方からの
情報提供や相談を受
け、課題への迅速な対
応をし風通しの良い職
場となるよう努めた。 
・企画会議では学校経
営上の重要課題等につ
いての意見交換が行わ
れ、課題解決に向けた
取組みが図られた。 
 
②・「学校防災活動マ
ニュアル」を改訂し、
全職員に配付・確認す
るとともにし、災害時
の初動体制等を見直し
た。 
・年２回の全校防災訓
練や２年生全員による
ＤＩＧ（図上防災訓
練）などにより、災害
時の避難経路・避難場
所を確認するととも
に、防災意識の向上を
図った。 
・全職員および１学年
生徒を対象に救急蘇生
法講習会を開催した。 
・緊急メール配信サー
ビスは、生徒・保護者
の登録は高い割合なの
で、荒天時の対応以外
にも防災や不審者につ
いての情報提供に活用
できるよう備えてい
る。 
 

①･ゼロプログラム
を、各グループか
らの提案を増やす
などして活性化さ
せて、一層の意識
啓発に努める必要
がある。 
・職員相互で声を掛
け合って事故・不祥
事を未然に防ぐこと
などの職場の雰囲気
づくりにも努める。 
・各グループで、年
間計画を明確にし、
また業務内容のマニ
ュアル化を一層進め
て、進行管理を円滑
にできるようにする
必要がある。 
・緊急の課題や重要
な事項について、迅
速かつ適切に対応す
るために、早い段階
での気づき、職員間
での情報共有など一
層徹底していく必要
がある。 
 
②・単発な訓練だけ
でなく、継続的な防
災への意識付けと日
頃からの準備等が必
要である。 
・災害時の学校の
対応について、対
応策や連絡方法な
どについて保護者
に十分説明し、共
通理解を持つ必要
がある。 
・通学路の危険箇所
の点検や自転車事故
の原因分析などによ
り登下校時の安全管
理の徹底に努めると
ともにマナーの向上
を図る。 

①・事故や不祥事
の未然防止のため
には、教員相互、
教員と生徒間の意
思疎通が大切であ
る。授業や行事の
様子から信頼関係
が築かれているの
が分かった。不断
の努力で継続して
ほしい。 
・卒業時に、城郷
高校に入学して
（させて）よかっ
たという声が多数
ある。これからも
地元の生徒が沢山
入学してくる学校
として、学習や部
活動などで生徒の
成長が図られる学
校であってほし
い。 
②・緊急メール配
信サービスは、生
徒・保護者にとっ
て有用である。不
審者情報の提供な
どにも活用してい
ただきたい。 
・通学路の危険箇
所の点検を定期的
に行う等、防災・
防犯の取組みを継
続していただきた
い。 
 
 

①事故・不祥
事防止の取組
みを継続し、
教職員の意識
向 上 に 努 め
た。今後も、
生徒に対する
適切な指導、
成績処理に係
る点検や個人
情報の適切な
取扱い、交通
事故の未然防
止など一層の
徹底を図る必
要がある。 
 
②・年２回の
防災訓練や２
年生全員によ
るＤＩＧ（図
上防災訓練）
は定着したの
で、形骸化さ
せることなく
継続する必要
がある。 
・教職員、生
徒の防災・防
犯に対する意
識啓発を常に
怠ることな
く、緊急時の
初動対応など
迅速・適切に
行えるよう万
全な備えをす
る。 
 

①・職員相互
で相談しやす
く、気づいた
ことをそのま
まにしないと
いった職場の
雰囲気づくり
に努める。 
・改善に資す
るアイデアを
大切にして可
能なものから
実現する。 
・ 入 選 を 含
め、業務のマ
ニュアル等を
更に整理し、
確実に引き継
いで、新しい
教職員にも分
かりやすく、
かつ適切に進
行管理をでき
る よ う に す
る。 
②・地元自治
会や小中学校
と連携を図
り、防災訓練
や防犯のため
の巡回などに
取り組む。 
・緊急メール
配信サービス
を不審者情報
の提供などに
も活用する。 


